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B 39　　　歩行モt"ル（鄙) の試作に閔する基;s隻的研究

　　　　福井八工。　　　石i･|左武畔

　　　　隻%.a 淑儒矢豆入　o竹下弓3-　雨尾々i

　目的　従爰被服m人体f- デルの閲発､ぷ£く力ら行われている公、主とレマ静的モ7"ルに

限られxいる。被服双肴＼< おいマよリ突飛Is a'jI た条ｲ4 下で被服素将を取扱うことは.よ

り高度な叡I iこ肩効7･あり、え哨費者心破服製作の免m-iより強ぐ義援バ･■ きる七/のとし7、

可動Ｅデ｀ルの開発は各方面にﾚ･ういろなメリ、ト恥あるものと考えられる。そこで･、人体

の歩行運動1 将K^拳と贋姉のil動に遠回し７、簡単なモデルt 製作しょ7と試かた。

　力臓　t)<' 々、l叛年前<ハら歩行核態r;おける脚や腰、暦郭の退勤IC つレ、7詳細な観察6行

・てきT".　こi＼ ら・基硬デ' －タを用いT歩行モデ･ル１試｀作した。人体(7) 歩行iI.動、ま械めて

複親l'･あり、又各人毎に多少貝るため, 本研免においT はﾒ､非の歩行運動t下半身トこ限ﾘ、

且フ。腰と贋部のAft]と脚の蓬勧に大別し、a,'} 々のモデルを作ることにした。今回ほぞり

内、膝七蕩郭cr, if知か表現?･■ ?る簡輦なモデルり試ｲ乍結粟にっい? 述｡べる。

　結l:　歩行七デ’ルのば作および’違勅につき、次。結果t 碍斥。　①歩行モデルは平板力

A (よ下% 向とμｼd A.平方f-:＼) t 定追モータ?>･ よび･鎖による駆動方式■& 用いた。④各､力４

り形状a 通希歩行遠度'I-1<'めた儒鮮の同期蛸］if 動量に基ヅいて設計した。③iX作参行モデ

II in運勧参動は人体のJ旨郎<n 運動拳動上よ>) ー玖をrr-レか。④-:5 モデルにスカートレt織

物。防曳鯛、金網で作成）をA 栽さ辻, ^ の振動#動-si租嘸レ尺結果、素将SI 。羞具およ

く現れるこt 包鴻めμ。c 以J;.の結果から本七子" )い<f実用に伐しうるものt考X.る。

　支配　n）蕩馬らe 牛友政曹£ ｙ 3･,32回旋ふ

B 40 婦人澱りレエヅV め類似註列釘の罵衆

大裁布戎生名科厚　　三平和球

ラAンレでついて

目的　　婦人服,りシIレエヅトd) 葎癩I? o oラA ）いヽわ,れるいめT･i 多種多楳K あり。?

水ら･^それぞ威と形上め奮味をもツ7ぃ心が，申K ぼJl称蔵異7 てtﾝ比軌的稀似しみうれ

ゐi･の右あゐ。木片,f( で:13"ズク。ｲしり擲型化色目遥kしt渥に=F 心ふ廊£試^ k。そめ

玄わ囮中千べ服無辞典,-リ23 種31 試粧めスタイル約瓦抽友レ，こIれ■7 の廓似性φう,分

鼎1試々る。-? Tペズタイル画めどめ抑分££ で診療お握｡八行妁れおか，男々K ゑA<ｸうか

w if｀の亦仰を試みや.

爽峡方殲　　3 I 租めﾉ"･ター> 芦ラう夕'L＼にだ刺レヽ仕飢のパ7 ーンJL i.化のね, ね…

t比験し歯複を許Iて似zぃ･り球否かt 測算･ぞり。測器J は女? 40 名，易了20 死，

　CD　i バ｀λk似zぃ冶!i藻えμ刻熹のコンゐーダヨンマトリックス£男々別μフく') ，

　稲～匁め大や^･心h混同系パあり。

　（2）剱= （稲／Σこ, 伺）・（柚／£H 卵）左折lレ類似路マドトソクス聡

吏溜め，工ofinsoa め乖,層的クラスター凰(HCSいマよ乃頬似法判断･ﾀﾞ）所有£行う。

　C3) S りかうKruscal のNMDSCAL臓べ^ろ2実£χ度構成隻g. 衆｀<)りり.

錨果　（l）～（3）殲めふ析結果めう某蘆レてあe"われ靫廊似征り島･ヽジ･レエ■/ I- )?フや"<!')ぷ

ク川

男^3-15 I 6 藤城（ぢ種) （2種) ( り種）( 2種）のむれぞれふ群にi し^）y λμ。が孚

＼--iツIレ七ヅト<n形状心発に奉体れシ々^いり惑健要素を遠目しひヽ心に昶レ，罵-i･j豪節的

々系,ぺ痛aレ曼同力多合め‘ｱそ-i/ と男了々形貳祀罹･り


